
理
事
会
は
、
佃
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
武
内
理
事

長
を
議
長
に
選
出
し
、
13

時
30
分
か
ら
15
時
20
分
に

か
け
て
審
議
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

①
及
び
②
議
案
で
は
、
30

年
度
の
活
動
成
果
、
特
に

各
地
区
防
衛
協
会
の
積
極

的
活
動
と
協
力
に
よ
り
、

当
協
会
及
び
自
衛
隊
の
実

施
す
る
行
事
等
に
多
く
の

会
員
等
が
積
極
的
に
参
加

し
、
部
隊
・
隊
員
を
激
励
・

支
援
し
た
こ
と
、
ま
た
、

会
勢
拡
大
強
化
期
間
の
最

終
年
度
と
し
て
、
新
た
に

荒
川
区
自
衛
隊
協
力
会
が

入
会
し
た
こ
と
、
当
協
会

の
活
動
に
賛
同
し
て
多
く

の
特
別
会
員
が
入
会
し
た

こ
と
及
び
既
入
会
の
特
別

会
員
の
多
額
の
寄
付
に
よ

り
財
政
面
で
の
改
善
に
寄

与
し
た
こ
と
等
、
③
及
び
④

議
案
で
は
、
２
０
１
９
年

度
も
各
地
区
協
会
と
連
携

し
て
引
き
続
き
会
勢
拡
大

に
努
力
す
る
こ
と
、
都
内

各
地
区
を
担
当
す
る
自
衛

隊
部
隊
と
地
区
協
会
の
連

携
強
化
に
努
め
、
当
協
会

及
び
自
衛
隊
の
実
施
す
る

各
種
行
事
等
を
地
区
協
会
・

特
別
会
員
に
き
め
細
か
く

案
内
し
、
自
衛
隊
の
激
励
・

支
援
活
動
の
更
な
る
活
性

化
及
び
会
勢
拡
大
に
努
め

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
事

務
局
態
勢
の
強
化
及
び
必

要
な
予
算
措
置
を
講
じ
る

こ
と
等
、
⑤
議
案
で
は
地

区
会
長
の
交
代
等
に
と
も

な
う
理
事
の
変
更
等
、
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
す

べ
て
の
案
件
が
賛
成
多
数

で
議
決
さ
れ
、
５
月
の
総

会
に
審
議
案
件
と
し
て
上

程
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
度
４
月
～

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

当
協
会
の
主
要
な
行
事
及

び
自
衛
隊
の
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
東
京
都
防
衛
協
会
】

〇
４
月
５
日
（
金
）

事
務
局
長
会

（
東
京
洋
服
会
館
）

〇
５
月
22
日
（
水
）

第
54
回
定
期
総
会

（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）

【
自
衛
隊
】

〇
５
月
19
日
（
日
）

第
１
師
団
創
立
57
周

年
お
よ
び
練
馬
駐
屯

地
創
設
68
周
年
記
念

行
事

（
陸
自
・
練
馬
駐
屯
地
）

本
日
は
お
足
元
の
悪
い

中
、
当
理
事
会
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
初
め
て

の
顔
合
わ
せ
と
な
り
時
期

は
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
５
月
に
は
元
号

が
変
わ
り
新
し
い
時
代
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

わ
そ
わ
し
た
雰
囲
気
も
感

じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

平
成
の
30
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
消
費
税
が

導
入
さ
れ
、
そ
の
後
税
率

が
上
が
っ
た
一
方
で
経
済

的
に
は
よ
く
失
わ
れ
た
20

年
と
言
わ
れ
、
胸
突
き
八

丁
に
来
た
と
い
う
感
覚
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災

や
災
害
と
も
重
な
っ
て
本

当
に
厳
し
い
30
年
間
で
は

な
か
っ
た
か
と
い
う
気
が

い
た
し
ま
す
。
新
し
い
元

号
に
変
わ
っ
て
良
い
時
代

が
来
れ
ば
と
祈
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
ス
タ
ー
ト
の

年
に
お
い
て
、
日
本
を
取

り
巻
く
防
衛
環
境
は
い
っ

そ
う
厳
し
さ
を
増
し
、
対

外
的
に
大
変
不
安
定
な
情

勢
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
我
々
自
身
が
し
っ
か

り
と
対
処
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
次

第
で
す
。

今
年
は
防
衛
計
画
の
大

綱
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
ん
で
み
ま
し
て

も
日
本
も
い
よ
い
よ
今
ま

で
以
上
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
政
策
を
進
め
て
い
く

と
い
っ
た
気
概
が
見
え
て

き
て
い
る
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

本
日
は
理
事
会
終
了
後

に
、
当
協
会
の
相
談
役
で

も
あ
る
、
外
務
副
大
臣

佐

藤
ま

さ

ひ
さ

議

員

に

「
我
が
国
の
最
新
国
防
事

情
」
と
い
う
演
題
で
ご
講

演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ

お
話
も
聞
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
本
日
は
５
月
22
日
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
第
54
回

定
期
総
会
に
上
程
す
る
議

題
を
十
分
に
ご
審
議
い
た

だ
き
、
ま
た
活
発
な
意
見

交
換
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（１） 東京都防衛協会会報（１２号） 平成３１年４月１日

東
京
都
防
衛
協
会
会
報

東京都防協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発行所
東京都防衛協会
〒162-0844

東京都新宿区市谷

八幡町１３番地

東京洋服会館９階

(TEL)03-6280-8427

(FAX)03-6280-8428

e-mail:info@tda.tokyo

HP:www.tda.tokyo

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、
２

月
19
日
、
東
京
洋
服
会
館
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

平
成
30
年
度
理
事
会
を
開
催
、
５
月
22
日
（
水
）
に

予
定
さ
れ
て
い
る
第
54
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
審

議
案
件
①
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
②
同
収
支
決

算
書
、
③
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
④

同
収
支
予
算
書
（
案
）
、
⑤
役
員
人
事
（
案
）
を
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

外
務
副
大
臣

佐
藤
ま
さ
ひ
さ
参
議
院
議
員
の
防
衛

講
演
会
及
び
懇
親
会
（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
を

実
施
し
、
２
０
１
９
年
度
の
活
動
に
向
け
て
準
備
を

開
始
し
ま
し
た
。

部
隊
と
の
連
携
強
化
、
会
勢
拡
大
を
目
指
し
て

「
東
京
都
防
衛
協
会
」
の
皆
さ

ん
、
い
つ
も
御
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

日
頃
よ
り
の
皆
様
の
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
中
国
軍
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
そ
れ
ら
の
報

道
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
驚
い
た
の
は
、
電
磁
レ
ー

ル
ガ
ン
が
２
０
２
５
年
に
も
中
国

艦
艇
に
配
備
さ
れ
る
で
は
な
い
か

と
の
ニ
ュ
ー
ス
。
電
磁
レ
ー
ル
ガ

ン
の
弾
丸
の
速
度
は
音
速
の
７
.

５
倍
で
、
射
程
距
離
も
最
長
約
２

０
０
キ
ロ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
薬
を
使
う
従
来
の
砲
よ
り
も
コ

ス
ト
が
安
く
、
米
軍
艦
艇
の
５
イ

ン
チ
砲

の
射
程

距
離
が

約
24
キ

ロ
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
圧
倒
的
な
性
能

で
す
。
実
際
に
配
備
さ

れ
れ
ば
、
戦
場
を
根
底

か
ら
覆
す
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
な
る
兵
器
と
言
え
ま
す
。

同
じ
く
中
国
海
軍
の
話
題
と
し

て
は
、
新
型
の
潜
水
艦
発
射
弾
道

ミ
サ
イ
ル
「
Ｊ
Ｌ
（
巨
浪
）
３
」

の
発
射
実
験
を
11
月
下
旬
に
渤
海

湾
で
行
っ
た
と
の
報
道
も
あ
り
ま

し
た
。
発
射
実
験
で
は
渤
海
か
ら

中
国
内
陸
の
射
場
に
向
け
て
ミ
サ

イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ｌ
３
の
射
程
は
９
０
０
０
～
1

万
４
０
０
０
キ
ロ
前
後
と
み
ら
れ
、

中
国
近
海
か
ら
米
本
土
の
全
域
を

射
程
に
収
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
通
常
兵
器
で
は
最
大

の
威
力
を
持
つ
爆
弾
「
大
規
模
爆

風
爆
弾
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
」
の
中
国

版
の
実
験
が
行
わ
れ
た
様
子
が
、

中
国
国
営
の
軍
事
企
業
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
大

型
爆
撃
機
Ｈ
６
Ｋ
か
ら
投
下
さ
れ

た
大
型
爆
弾
が
地
上
で
爆
発
す
る

映
像
で
し
た
が
、
場
所
や
日
時
な

ど
の
詳
細
は
不
明
で
し
た
。
ま
た
、

中
国
が
ロ
シ
ア
か
ら
購
入
し
た
最

新
鋭
の
地
対
空
ミ
サ
イ

ル
Ｓ
ー
４
０
０
の
試
射

成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
Ｓ
ー
４
０

０
が
中
国
の
沿
岸
部
に

配
備
さ
れ
れ
ば
、
台
湾

を
完
全
に
射
程
圏
内
に

捉
え
る
こ
と
か
ら
、
台

湾
海
峡
の
制
空
権
を
中
国
が
取
り

に
き
て
い
る
と
い
う
姿
勢
は
あ
き

ら
か
で
す
。

一
連
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
米
国
と

貿
易
交
渉
を
行
っ
て
い
る
中
国
が
、

「
中
国
は
米
国
に
負
け
な
い
」
と

い
う
対
抗
す
る
意
識
を
国
内
外
に

喧
伝
し
、
中
露
の
軍
事
的
な
協
力

関
係
も
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

目
的
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。中

国
は
「
製
造
２
０
２
５
」
と

い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
情

報
技
術
産
業
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
航
空

宇
宙
、
船
舶
産
業
、
新
材
料
、
バ

イ
オ
・
医
療
な
ど
10
大
重
点
分
野

に
集
中
投
資
し
、
建
国
１
０
０
年

を
迎
え
る
２
０
４
９
年
に
「
世
界

の
製
造
強
国
の
先
頭
グ
ル
ー
プ
入

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
民
生

分
野
の
み
な
ら
ず
軍
事
分
野
に
も

応
用
可
能
な
技
術
も
多
い
こ
と
か

ら
、
米
中
の
貿
易
摩
擦
の
背
景
に

は
、
世
界
の
技
術
覇
権
を
狙
う
中

国
と
そ
う
は
さ
せ
な
い
と
い
う
米

国
と
の
覇
権
争
い
が
あ
る
と
見
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
東
京
都
防
衛
協
会
相
談
役
）

東京都防衛協会は、２月19

日、理事会の日程に合わせ、

佐藤まさひさ外務副大臣を講

師として迎え、防衛講演会を

開催した。

約１時間の講演であったが、

我が国をめぐる厳しい内外の

安全保障環境を概観した上で、

憲法問題や韓国問題、そして、

激増する任務を人手不足に悩

みながらも懸命にそして誠実

に遂行する自衛官の現場の姿

が熱く語られ、会場は「まさ

ひさワールド」に引き込まれ

た観があった。

安全保障環境の説明では、

大陸を下（北を下）にした東

アジアの地図及び配布資料を

用いて、ロシアにとってのオ

ホーツク海と北方領土の重要

性、依然として脅威である北

朝鮮の弾道ミサイル及び中国

の海洋進出等について多角的

な視点から解説された。特に

中国の海洋進出については、

我が国の防衛態勢や防衛力整

備そして海上輸送への影響ま

で言及され、今般発出された

大綱・中期の意義や南シナ海

の重要性を理解することがで

きた。

講演会終了後に、”佐藤議

員には防衛の現場を知る安全

保障の専門家として、引き続

き国政の場で活躍してほしい”

との声が上がっていた。

常任理事 松下泰士

佃
会
長
挨
拶

２
０
１
９
年
度
に
向
け
て
理
事
会
を
開
催

最
近
の
中
国
軍
の
動
向
に
つ
い
て

防衛サロン

佐

藤

ま

さ

ひ

さ

（

外
務
副
大
臣

参
議
院
議
員

）

理事会で挨拶する佃会長

防衛講演会 我が国の最新国防事情理
事
会
後
の
懇
親
会
に

お
い
て
、
日
野
市
防
衛
協

会

土
方
尚
功
会
長
か
ら
40

数
年
の
鍛
練
に
裏
打
ち
さ

れ
た
絶
妙
な
手
品
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

途
中
、
佃

会
長
は
じ
め
出

席
会
員
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
最
後
の
演

目
で
は
石
川
青
梅
市
防
衛

協
会
会
長
及
び
滝
島
立
川

市
防
衛
協
会
会
長
の
ア
シ

ス
ト
？
も
あ
っ
て
、
抱
腹

絶
倒
の
名
演
技
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

絶
妙
な
芸
に
感
嘆
！

佃 会長のアシストで演技する

土方日野市会長

石川青梅市会長、滝島立川市
会長のアシストで名演技を披露

講演する佐藤まさひさ議員



第
１
師
団
は
１
月
23
日

か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
埼

玉
県
知
事
よ
り
災
害
派
遣

要
請
を
受
け
、
埼
玉
県
と

き
が
わ
町
で
発
災
し
た
山

林
火
災
に
伴
う
災
害
派
遣

活
動
を
行
な
っ
た
。

第
32
普
通
科
連
隊
は
と

き
が
わ
町
役
場
に
Ｌ
Ｏ
を

派
遣
し
関
係
機
関
等
と
連

携
し
迅
速
な
情
報
収
集
を

行
い
つ
つ
、
第
１
特
科
隊

よ
り
受
領
し
た
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
50
コ
を
積
載

し
、
副
連
隊
長
（
町
屋
２

佐
）
を
長
と
し
た
１
中
隊

主
力
（
後
、
５
中
隊
増
強
）

を
も
っ
て
地
上
か
ら
の
消

火
及
び
残
火
処
理
に
当
た
っ

た
。第

１
飛
行
隊
は
、
第
12

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
及
び
第

１
０
６
飛
行
隊
と
と
も
に

空
中
よ
り
火
点
確
認
の
情

報
収
集
及
び
消
火
活
動
に

当
た
っ
た
。

24
日
、
鎮
圧
宣
言
を
確

認
し
、
地
上
及
び
上
空
か

ら
と
約
６
㌶
も
の
燃
焼
し

た
地
域
の
消
火
活
動
を
終

え
任
務
を
完
遂
し
た
。

第
１
後
方
支
援
連
隊
輸

送
隊

塩
谷
３
曹
及
び
同
連

隊
衛
生
隊

大
橋
士
長
は
、

平
成
30
年
12
月
22
日
夕
方

頃
、
国
道
２
５
４
号
線
上

り
車
線
の
練
馬
駐
屯
地
正

門
交
差
点
付
近
に
お
い
て

発
生
し
た
、
軽
自
動
車
と

自
動
二
輪
の
衝
突
事
故
に

際
し
、
負
傷
し
て
路
上
に

倒
れ
た
自
動
二
輪
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
バ
イ
タ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
い
つ

つ
、
速
や
か
に
１
１
９
番

通
報
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
救
急
隊
員
到
着
ま

で
の
間
、
負
傷
者
に
付
き

添
い
看
護
を
継
続
す
る
等
、

人
命
救
助
活
動
に
努
め
た

功
績
に
よ
り
練
馬
駐
屯
地

司
令
（
佐
藤
陸
将
補
）
か

ら
２
月
１
日
、
善
行
褒
賞

を
授
与
さ
れ
た
。

人
命
救
助
に
あ
た
り
塩

谷
３
曹
は
「
す
ぐ
に
通
報

し
出
来
る
限
り
の
処
置
を

し
た
。
日
々
の
訓
練
で
、

当
た
り
前
に
実
施
し
て
き

た
事
を
、
実
戦
で
も
当
た

り
前
に
で
き
る
よ
う
に
意

識
し
て
行
動
し
て
き
た
こ

と
が
、
今
回
の
突
発
的
な

事
故
に
も
対
応
で
き
た
の

だ
と
思
う
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

ま
た

、

大

橋
士

長
は

「
最
初
、
傷
病
者
を
見
た

時
は
重
症
か
と
一
瞬
怖
さ

を
覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

衛
生
隊
員
と
し
て
使
命
感

に
駆
ら
れ
、
自
然
に
『
大

丈
夫
で
す
か
？
』
と
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。
バ
イ

ク
事
故
で
重
症
に
い
た
ら

な
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
今
後
も
自
衛
官
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ

た
。第

１
師
団
（
師
団
長

竹

本
陸
将
）
は
１
月
28
日
か

ら
31
日
ま
で
の
間
、
北
・

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

射
撃
練
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
部
隊
の
団
結
強

化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

師
団
射
撃
競
技
会
（
重
迫

撃
砲
・
小
火
器
）
を
実
施

し
た
。
本
競
技
会
は
霊
峰

富
士
の
下
、
北
・
東
の
演

習
場
に
お
い
て
、
１
２
０

㎜
迫
撃
砲
Ｒ
Ｔ
（
重
迫
撃

砲
）
、
89
式
小
銃
、
９
㎜

拳
銃
の
３
火
器
を
使
用
し

各
隷
下
部
隊
よ
り
指
定
・

抽
選
さ
れ
た
隊
員
に
よ
り
、

部
隊
の
誇
り
と
名
誉
を
か

け
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

▼
重
迫
撃
砲
射
撃

重
迫
撃
砲
射
撃
競
技
会

は
28
日
、
北
富
士
演
習
場

に
お
い
て
、
１
普
連
及
び

34
普
連
、
29
日
、
32
普
連

及
び
中
即
連
（
オ
ー
プ
ン

参
加
）
が
射
撃
を
実
施
し

た
。３

連
覇
を
狙
う
32
普
連
、

昨
年
の
雪
辱
を
誓
う
１
普

連
及
び
34
普
連
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

結
果
は
５
年
ぶ
り
に
１

普
連
が
優
勝
、
32
普
連
が

準
優
勝
と
な
っ
た
。

▼
小
火
器
射
撃

小
火
器
射
撃
競
技
会
は

東
富
士
演
習
場
（
基
本
射

場
及
び
縮
尺
射
場
）
に
お

い
て
、
各
競
技
対
抗
の
部

に
分
か
れ
実
施
し
た
。

師
団
射
撃
競
技
会
と
し

て
89
式
小
銃
及
び
９
㎜
拳

銃
を
使
用
し
た
競
技
会
を

実
施
す
る
の
は
約
30
年
振

り
と
な
っ
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

【
小
火
器
射
撃
部
隊
対
抗
の
部
】

普
通
科
連
隊
の
部

優
勝
第
32
普
通
科
連
隊

大
隊
等
の
部

優
勝

第
１
施
設
大
隊

隊
の
部

優
勝

司
令
部
付
隊

【
小
火
器
応
用
射
撃
個
人
の
部
】

優
勝

第
32
普
通
科
連
隊

３
曹

渡
辺
龍
介

準
優
勝

第
32
普
通
科
連
隊

３
曹

甲
斐
崇
見

第
三
位

第
１
後
方
支
援
連
隊

１
尉

増
野

茂

【
重
迫
撃
砲
射
撃
の
部
】

優
勝

第
１
普
通
科
連
隊

（
第
１
師
団
広
報
班
）

（２） 東京都防衛協会会報（１２号） 平成３１年４月１日

陸
上
自
衛
隊
補
給
統
制

本
部
は
平
成
10
年
３
月
に

創
立
さ
れ
、
平
成
30
年
度

に
満
20
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

補
給
統
制
本
部
創
立
以

前
の
陸
上
自
衛
隊
は
、
兵

站
業
務
全
般
を
統
制
す
る

組
織
が
な
く
、
そ
こ
で
兵

站
組
織
の
合
理
化
、
兵
站

業
務
の
効
率
化
、
兵
站
運

用
の
一
本
化
の
３
つ
を
狙

い
と
し
て
組
織
や
業
務
要

領
の
大
改
革
を
行
い
、
補

給
統
制
本
部
が
十
条
駐
屯

地
に
誕
生
し
ま
し
た
。

補
給
統
制
本
部
は
、
陸

上
自
衛
隊
が
使
用
す
る
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
物
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

物
の
種
類
に
応
じ
専
門
的

に
扱
う
９
個
の
物
別
部
と
、

総
務
、
計
画
、
調
達
、
シ

ス
テ
ム
等
の
機
能
別
の
役

割
を
果
た
し
て
物
別
部
の

業
務
を
統
制
・
支
援
す
る

４
個
の
共
通
部
及
び
１
個

の
官
が
あ
り
、
共
同
連
携

し
て
業
務
を
行
う
よ
う
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
は
、

全
国
の
駐
屯
地
に
配
置
さ

れ
、
様
々
な
厳
し
い
訓
練

を
行
い
つ
つ
国
土
防
衛
の

最
終
的
な
力
と
し
て
存
在

し
、
侵
略
を
抑
止
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
災
害
派

遣
、
国
際
平
和
協
力
活
動

等
、
国
内
外
で
の
多
様
な

役
割
に
対
応
し
、
国
民
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
補
給
統
制

本
部
は
、
そ
の
よ
う
な
自

衛
隊
の
任
務
遂
行
を
物
的

に
支
え
る
中
心
的
組
織
、

す
な
わ
ち
、
兵
站
の
中
枢

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
十
条
駐
屯
地
は
、

明
治
38
年
の
陸
軍
東
京
砲

兵
工
廠
銃
包
製
造
所
に
そ

の
端
を
発
し
、
日
本
陸
軍
、

陸
上
自
衛
隊
の
兵
站
関
係

の
部
隊
が
代
々
駐
屯
し
て

い
た
兵
站
の
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
駐
屯
地
で
す
。
現

在
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
補

給
統
制
本
部
の
み
な
ら
ず
、

海
上
自
衛
隊
補
給
本
部
、

航
空
自
衛
隊
補
給
本
部
も

所
在
し
、
文
字
通
り
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
の
兵
站
の

メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
陸
上
自
衛
隊
補
給

統
制
本
部
の
隊
員
は
今
後

も
陸
自
兵
站
の
基
盤
充
実

と
こ
れ
を
け
ん
引
す
る
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
兵
站

中
枢
の
誇
り
を
持
っ
て
い

か
な
る
任
務
に
も
的
確
に

対
応
し
、
部
隊
の
任
務
完

遂
に
寄
与
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

（
補
給
統
制
本
部
広
報
室
）

補給統制本部

師団ＦＢ

ＱＲコード

陸上自衛隊

十条駐屯地正面

駐屯地盆踊り大会

３月１日より、２０２０春卒業の大学生等に対する募集活動が本格的に開始された。東京地本

は、２０１９年度も関係自治体、学校、協力団体等と連携しつつ、積極的な募集広報の実施によ

り、目標達成に向けて募集活動に邁進する。

※その他の種目については、東京地方協力本部募集課又はお近くの事務所にお問合せ下さい。

２０１９年度自衛官募集活動が本格的に始動！東
京
地
本
台
東
出
張
所

は
、
２
月
９
日
（
土
）
、

陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地

に
お
い
て
、
今
後
採
用
試

験
の
受
験
を
検
討
し
て
い

る
対
象
者
及
び
そ
の
家
族

19
名
を
対
象
に
、
陸
上
自

衛
隊
最
大
の
化
学
科
部
隊

で
あ
る
中
央
特
殊
武
器
防

護
隊
の
研
修
を
行
っ
た
。

当
初
、
中
央
特
殊
武
器

防
護
隊
の
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
装
具
、
車
両
等

装
備
品
の
展
示
及
び
史
料

館
を
研
修
し
た
。
参
加
者

は
、
自
衛
官
の
仕
事
内
容

や
入
隊
し
た
後
の
生
活
等

に
つ
い
て
隊
員
に
よ
る
わ

か
り
易
い
説
明
に
よ
り
、

自
衛
隊
に
つ
い
て
の
認
識

が
深
ま
っ
た
様
子
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
隊
員
と
の
意

見
交
換
会
に
お
い
て
は
、

「
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
は

ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
の

か
」
や
「
体
力
的
に
不
安

な
の
で
心
配
」
、
「
一
番

辛
か
っ
た
こ
と
は
何
か
」

な
ど
様
々
な
質
問
や
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
現
職
隊
員

の
体
験
談
を
含
め
た
丁
寧

な
回
答
を
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
お
り
、
対
象
者
及

び
そ
の
家
族
に
対
し
、
自

衛
官
と
い
う
職
業
の
魅
力

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
不

安
の
払
拭
が
図
れ
た
部
隊

見
学
で
あ
っ
た
。

台
東
出
張
所
は
こ
れ
か

ら
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
採
用
受
験
を
考
え

て
い
る
希
望
者
に
自
衛
隊

へ
の
一
層
の
理
解
を
深
め

て
貰
え
る
よ
う
、
募
集
広

報
活
動
に
邁
進
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
本
協
力
本
部
）

中
央
特
殊
武
器

防
護
隊
部
隊
に

お
い
て
部
隊
見

学
を
実
施

隊員の説明を聞く参加者

化学防護車を見学する参加者

地本Twitter

ＱＲコード

年
明
け
早
々
の

災
害
派
遣

ジェットシューターにより
残火処理する隊員

人
命
救
助
で

善
行
褒
賞

小火器射撃（８９式小銃）小火器射撃（９ミリ拳銃）

埼
玉
県
と
き
が
わ
町

山
林
火
災

北
・
東
富
士
演
習

場
で
熱
戦

平

成

最

後

の

射
撃
競
技
会

120ミリ迫撃砲の
射撃

大橋まゆみ
陸士長

塩谷佳三
３等陸曹



狛
江
市
防
衛
協
会
を
再

興
し
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
本
会
の
設

置
目
的
達
成
の
た
め
、
会

員
各
位
の
理
解
・
協
力
を

得
つ
つ
、
東
京
都
防
衛
協

会
と
の
強
固
な
連
携
を
図

り
つ
つ
絶
え
間
な
く
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
は
、
山
田

吉
彦

東
海
大
学
教
授
を
講

師
に
招
き
、
日
本
海
で
多

発
す
る
不
審
船
等
の
動
向

等
を
鑑
み
「
激
変
す
る
わ

が
国
の
安
全
保
障
環
境
」

と
題
す
る
講
演
会
を
定
例

総
会
で
開
催
、
地
理
的
要

件
を
踏
ま
え
た
領
海
・
領

空
防
衛
の
必
然
性
・
重
要

性
に
つ
い
て
研
鑽
し
ま
し

た
。こ

の
他
に
も
、
年
間
を

通
し
、
狛
江
市
を
担
任
す

る
陸
上
自
衛
隊
第
１
師
団

及
び
関
係
機
関
の
諸
事
業

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

各
種
部
隊
研
修
、
音
楽
会
、

慰
霊
祭
へ
の
列
席
な
ど
充

実
し
た
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

本
年
は
御
代
替
わ
り
、

平
成
か
ら
新
元
号
元
年
と

な
り
ま
す
が
、
「
国
防
」

と
い
う
我
が
国
の
安
全
保

障
に
関
す
る
「
不
変
の
備

え
」
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
防

衛
意
識
の
普
及
啓
発
を
図

る
と
と
も
に
、
会
員
相
互

連
携
し
、
防
衛
省
・
自
衛

隊
の
活
動
支
援
に
全
力
を

傾
注
で
き
る
よ
う
、
組
織

力
強
化
に
誠
心
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

会
長

栗
山
欽
行

あ
き
る
野
市
五
日
市
防

衛
協
会
の
活
動
は
、
５
月

の
定
期
総
会
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
現
在
、
総
会
に
向

け
て
、
会
員
へ
の
開
催
通

知
や
総
会
資
料
の
配
布
、

出
席
者
の
把
握
等
、
地
区

役
員
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
例
年
ご
出

席
頂
い
て
い
る
第
１
施
設

大
隊
、
福
生
募
集
案
内
所

を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓

の
皆
様
へ
の
招
待
状
の
発

送
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
会
は
毎
年
、
五
日
市

会
館
と
い
う
市
の
施
設
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
百

名
近
い
出
席
者
に
対
応
で

き
る
施
設
は
五
日
市
地
区

で
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
そ

の
た
め
、
総
会
の
翌
日
に

は
翌
年
５
月
の
第
３
日
曜

日
の
予
約
を
し
ま
す
。

以
前
、
予
約
が
遅
れ
た
た

め
、
秋
川
地
区
防
衛
協
会

と
月
日
が
重
複
し
、
関
係

者
の
皆
様
方
に
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
失
敗

も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
秋
川
地
区

防
衛
協
会
と
と
も
に
、
私

達
の
街
を
担
当
さ
れ
て
い

る
第
１
施
設
大
隊
と
募
集

や
援
護
で
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
福
生
募
集
案
内
所
の

応
援
団
と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長

青
木
謙
二

武
蔵
野
市
防
衛
協
会
は

平
成
14
年
10
月
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
20
年
10
月
に
青
年
部
、

平
成
23
年
２
月
に
女
性
部

が
発
足
し
ま
し
た
。

今
回

は
、

女
性

部

会

（
会
長

森
田
泰
子
）
に

つ
い
て
、
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
23
年
２
月
に
「
女

性
の
立
場
か
ら
私
た
ち
の

で
き
る
こ
と
は
何
か
?
ど

う
し
て
行
く
べ
き
か
?

」

と
い
う
こ
と
で
発
足
し
ま

し
た
が
、
親
会
と
と
も
に

日
本
の
安
全
・
安
心
・
国

防
に
つ
い
て
学
び
、
平
和

と
安
全
を
守
る
た
め
に
、

市
民
自
ら
防
衛
意
識
の
高

揚
・
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
と
健
全
な
る
発
展
を
支

援
す
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

関
す
る
動
き
が
活
発
に
発

展
・
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
１
年
間
の
女
性
部

会
活
動
で
す
が
、
昨
年
は
、

５
月
・
東
京
都
防
衛
協

会
定
期
総
会
出
席

６
月
・
武
蔵
野
市
防
衛

協
会
定
期
総
会
出
席

７
月
・
東
京
都
防
衛
協

会
女
性
部
会
研
修
会
（
習

志
野
第
１
空
挺
団
・
空
自

第
１
高
射
隊
）
に
参
加

８
月
・
西
東
京
地
域
事

務
所
管
内
４
市
防
衛
関
係

団
体
納
涼
会
に
参
加

11
月
・
全
国
防
衛
協
会

女
性
部
会
研
修
大
会
・
自

衛
隊
音
楽
ま
つ
り
に
参
加

今
年
に
入
っ
て
、

２
月
・
西
東
京
地
域
事

務
所
管
内
４
市
防
衛
関
係

団
体
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

に
参
加

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
親
会
と
と
も
に

活
動
し
て
も
ら
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長

森
田
晴
雄

（３） 東京都防衛協会会報（１２号） 平成３１年４月１日

地区防衛協会コーナー

八
王
子
市
防
衛
協
会
は

昨
年
５
月
に
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
先
輩
会
員

の
努
力
と
現
在
応
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の

皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
八
王
子
市
は

山
手
線
内
側
の
２
倍
の
面

積
を
持
ち
人
口
57
万
人
の

多
摩
最
大
の
街
で
す
。

現
在
は
会
員
個
々
の
力
、

自
衛
隊
が
好
き
で
応
援
し

た
い
と
の
心
で
皆
さ
ん
が

ま
と
ま
り
八
王
子
市
防
衛

協
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
活
動
に
つ
い
て

簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

２
月
頃
に
は
防
衛
協
会
、

自
衛
隊
家
族
会
、
隊
友
会
、

募
集
相
談
員
連
絡
協
議
会

等
自
衛
隊
協
力
６
団
体
の

合
同
新
年
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
16
回
目
を
数
え

る
今
年
は
、
２
月
７
日
、

府
中
基
地
司
令
は
じ
め
東

京
地
本
三
多
摩
地
区
隊
の

隊
員
の
皆
様
多
数
に
出
席

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

毎
年
春
に
は
大
型
バ
ス

に
て
部
隊
見
学
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
静

浜
基
地
、
今
年
は
相
馬
原

駐
屯
地
記
念
日
見
学
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
会
員
の
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

富
士
総
合
火
力
演
習
を
見

学
し
て
い
ま
す
。

11
月
の
イ
チ
ョ
ウ
祭
り

に
当
協
会
ブ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
横
田
基
地

及
び
朝
霞
駐
屯
地
の
第
１

施
設
大
隊
第
２
中
隊
か
ら

隊
員
と
車
両
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
八

王
子
市
内
５
カ
所
で
実
施

さ
れ
る
防
災
訓
練
に
も
第

２
中
隊
の
隊
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
市
民
に
自

衛
隊
の
活
動
を
見
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

12
月
に
は
防
衛
関
係
団

体
50
名
で
大
正
天
皇
、
昭

和
天
皇
の
御
陵
の
清
掃
活

動
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

初
冬
で
す
が
北
山
杉
の
参

道
を
歩
き
ま
す
と
空
気
が

違
い
ま
す
。

八
王
子
市
防
衛
協
会
は

自
衛
隊
と
市
民
の
架
け
橋

と
し
て
、
ま
た
「
応
援
と

激
励
」
を
旗
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会
長

森
上
秀
男

あ
き
る
野
市
五
日
市

狛

江

市
八

王

子

市

シ
リ
ー
ズ
「
協
会
の
素
顔
」

武
蔵
野
市

ご利用には会員登録が必要です！

１ ご利用対象

（１）正会員（地区協会の会員・推薦会員）

（２）特別会員

（３）ご家族及びご同行者

２ ご利用可能日：全日

３ ご利用受付開始

ご利用１ヵ月前より

４ 会員登録・利用カード申込について、地区協会

会員は各地区協会事務局に、特別会員は東京都防

衛協会事務局にお問い合わせください。

講演中の山田東海大学教授

自衛隊の皆さんと共に

１高射隊マスコットと一緒に

会員福祉事業として会員制リゾートクラブ「ザ

グランリゾート」に入会してから１０カ月余り

が経ちましてが、２月末現在で ◎地区協会：８

個協会３８名、◎特別会員：法人 ５社９８名、

個人 ２８名、に入会していただき、利用した皆

様には好評を頂いています。

写真左：ザ グランリ
ゾート プリンセス 富
士河口湖 客室

写真右：

会席料理例

ザ グランリゾートのご案内

武蔵野陵（昭和天皇陵）御陵の清掃活動

品
川
区
防
衛
協
会
は
、
鈴

木
征
雄
新
会
長
の
も
と
、
富

士
総
合
火
力
演
習
参
加
（
８

月
）
、
自
衛
隊
中
央
観
閲

式
参
加
（
10
月
）
、
自
衛

隊
音
楽
ま
つ
り
観
賞
（
11
月
）
、

空
自
入
間
基
地
航
空
祭
参
加

（
11
月
）
な
ど
自
衛
隊
の

実
施
す
る
各
種
行
事
を
協
会

員
に
案
内
し
、
研
修
を
主
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

例
年
３
月
に
行
わ
れ
て
い
る

自
衛
隊
入
隊
入
校
予
定
者
激

励
会
（
自
衛
隊
目
黒
基
地
）
、

品
川
区
自
衛
隊
入
隊
入
校
予

定
者
激
励
会
（
品
川
区
役
所
）

で
は
、
入
隊
入
校
予
定
者
に

記
念
品
を
贈
呈
し
、
激
励
・

支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
は
こ
れ
か
ら
も

「
防
衛
意
識
の
高
揚
」
、

「
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
・

協
力
」
を
深
め
る
た
め
、

会
員
相
互
の
連
携
・
親
睦
を

重
視
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。事

務
局
長

島
田
次
郎

品

川

区品川区自衛隊入隊入校予定者

激励会 （右上は鈴木会長）

市主催防災訓練で給食支援する

第１施設大隊第１中隊隊員



昭
島
市
は
、
東
京
都
で

唯
一
、
水
道
水
を
深
層
地

下
水
１
０
０
％
で
配
水
し

て
い
る
。
水
道
か
ら
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
良
質
の
水
が
出
る

の
で
、
市
外
か
ら
引
っ

越
し
て
く
る
人
も
多

い
。
北
は
玉
川
上
水
、

南
は
多
摩
川
、
湧
き

水
も
豊
富
で
あ
り
、

水
の
景
観
が
楽
し
め

る
場
所
も
多
い
。

昭
島
市
は
く
じ
ら

の
モ
チ
ー
フ
で
あ
ふ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

昭
和
36
年
８
月
に
多

摩
川
か
ら
、
く
じ
ら

の
化
石
が
ほ
ぼ
完
全
な
形

で
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
以
降
、
ア
キ
シ
マ

ク
ジ
ラ
と
呼
ば
れ
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
ク
ジ

ラ
の
化
石
は
研
究
の
結
果
、

平
成
30
年
１
月
に
新
種
の

「
エ
ス
ク
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
・

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
」
と

し
て
認
定
さ
れ
た
。

今
年
８
月
に
は
、
第
47

回
「
昭
島
市
民
く
じ
ら
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
、
昭
島

大
く
じ
ら
号
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
登
場
す
る
。
長

さ
13
ｍ
以
上
の
巨
大
バ
ル
ー

ン
が
進
む
パ
レ
ー
ド
は
迫

力
満
点
で
あ
る
。

拝
島
に
は
、
樹
齢
８
０

０
年
以
上
と
言
わ
れ
る
東

京
都
指
定
天
然
記
念
物
の

藤
棚
が
あ
る
。
老
木
な
が

ら
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
立
派
な
房

状
の
花
が
楽
し
め
る
。
日

吉
神
社
や
大
日
堂
の
境
内
、

お
ね
い
の
井
戸
な
ど
の
旧

跡
が
公
園
内
に
あ
り
、
藤

の
香
り
と
と
も
に
心
安
ら

ぐ
公
園
で
あ
る
。
道
路
を

挟
ん
だ
お
向
か
い
に
は
大

正
３
年
創
業
の
「
お
菓
子

司
」
も
あ
る
。
《
拝
島
の

渡
し
》
や
、
《
く
じ
ら
行

進
曲
》
な
ど
昭
島
の
特
徴

を
盛
り
込
ん
だ
御
菓
子
が

並
ぶ
。

又
、
昭
島
駅
の
北
口
に

は
、
市
内
の
見
所
や
情
報

の
提
供
な
ど
親
切
対
応
が

自
慢
の
昭
島
観
光
案
内
所

が
あ
る
。
市
内
の
お
土
産

や
藍
染
作
品
、
工
芸
品
、

市
内
名
店
の
和
菓
子
や
自

慢
の
昭
島
の
水
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
会
員

の
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長

大
野
義
孝

（４） 東京都防衛協会会報（１２号） 平成３１年４月１日

名所・名店

昭

島

市

新
し
い
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。

５
月
１
日
に
は
「
大
化
」

か
ら
数
え
て
２
４
８
番
目

と
な
る
新
元
号
と
と
も
に

新
し
い
天
皇
陛
下
が
即
位

さ
れ
新
た
な
時
代
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
今
年
度
は

新
大
綱
及
び
中
期
防
に
基

づ
く
防
衛
力
整
備
の
初
年

度
で
も
あ
り
ま
す
。

政
府
に
は
「
真
に
実
効

的
な
防
衛
力
の
構
築
」
に

向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
会
報
を
お

届
け
す
る
べ
く
努
力
し
ま

す
の
で
ご
支
援
・
ご
協
力

を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
Ｍ
・
Ｗ
）

楽しい健康教室！

編
集
後
記

昨年１２月１８日の閣議で、「平成３１年度以降に

係る防衛計画の大綱について」（新大綱）及び「中期

防衛力整備計画（２０１９～２０２３年度）」（中期

防）が策定されました。

１．新大綱、中期防及び２０１９年度予算の関係で

すが、図表１のとおり、新大綱では２０１９年度以降

おおむね１０年程度の期間における防衛力のあり方と

保有すべき防衛力の水準を規定し、中期防では直近５

年間の経費の総額と主要装備の整備数量を明示し、２

０１９年度予算は中期防の初年度予算になります。

２．新大綱は、“我が国の厳しい安全保障の現実

（図表２）に正面に向き合い、従来の延長線上ではな

い真に実効的な防衛力の質及び量を必要かつ十分に確

保していく必要がある。特に、宇宙・サイバー・電磁

波といった新しい領域については、我が国の優位性を

確保することが死活的に重要となっており、陸・海・

空という従来の区分に依拠した発想から完全に脱却し、

全ての領域を横断的に連携させた新たな防衛力の構築

に向け、従来とは抜本的に異なる速度で変革を図って

いく”との考えの下、〈多次元統合防衛力 〉を構築す

ることとしています（図表３及び図表４）。

３．新大綱を受けて、中期防では①宇宙・サイバー・

電磁波の領域における能力の強化を図るとともに、②

従来の領域における能力を強化するため、・Ｆ３５戦

闘機４５機を整備（うち１８機はＳＴＯＶＬ型）、・

Ｆ３５（ＳＴＯＶＬ型）を搭載するいずも型護衛艦の

改修、・スタンド・オフミサイルの整備、・イージス・

アショア２基の導入などが盛り込まれました（図表５）。

５年間の予算総額は約２７兆４７００億円となり過去

最高を更新しました。

【 ２０１９年度の防衛予算案として５兆２５７４億円

（前年度当初比１。３％増）が国会で審議されていま

す。（３月１２日現在の状況です。）】

（東京都防衛協会顧問 渡邊元旦）

防衛豆知識 新大綱および中期防について

長さ１３ｍ以上の巨大クジラ

拝 島 藤

健
康
を
害
す
る
要
因
と
し
て
、

食
生
活
の
偏
り
、
運
動
不
足
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
「
仕
事
」
も
要
因
の
一
つ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

厳
し
い
上
司
や
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
後
輩
、
利
害
関
係
だ
け

で
話
を
進
め
る
関
係
先
、
厳
し

い
ノ
ル
マ
へ
の
不
安
、
長
い
会

議
へ
の
イ
ラ
イ
ラ
・
・
・
ど
れ

も
健
康
に
良
い
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
仕
事
の
延
長
と

し
か
思
え
な
い
宴
会
の
繰
り
返

し
に
よ
る
体
調
不
良
・
睡
眠
不

足
に
陥
っ
て
い
る
方
も
少
な
か

ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
仕
事
」
を
「
健
康
を
害
す
る

要
因
」
か
ら
「
健
康
を
良
く
す

る
要
因
」
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
仕
事
」
に
対
す
る
取
り
組

み
や
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
あ
る
経
営
学
者
に
よ
れ
ば
、

「
人
間
は
、
全
て
を
知
る
こ
と

な
ど
出
来
な
い
の
だ
か
ら
、
完

璧
な
答
え
な
ど
出
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
意
思
決
定
と
は
、
限

ら
れ
た
情
報
の
中
で
得
ら
れ
た

満
足
解
な
の
だ
」
そ
う
で
す
。

仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
「
全

体
像
が
掴
め
な
い
」
、
あ
る
い

は
、
「
本
当
に
こ
の
方
向
性
が

正
し
い
の
か
自
信
が
な
い
」
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
、
「
自
分
は
完
璧

で
は
な
い
し
、
相
手
も
完
璧
で

は
な
い
」
と
の
前
提
に
立
ち
、

皆
で
そ
れ
ぞ
れ
の
不
完
全
さ
を

補
う
作
業
が
意
思
決
定
だ
と
割

り
切
り
、
「
気
づ
い
た
ら
出
来

上
が
っ
て
い
た
」
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
大
事
に
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
当
初
の
案
と
は
全
く
異
な
っ

て
い
て
も
、
そ
の
解
が
正
解
で

な
く
て
も
、
組
織
に
と
っ
て
も

健
康
に
と
っ
て
も
そ
の
解
は
き
っ

と
「
良
い
解
」
だ
と
思
い
ま
す
。

別
の
経

営
学
者
に

よ
る
と
、

「
人
間
と

は
行
動
し

た
後
、
何

を
し
た
か
っ

た
の
か
気

づ
く
も
の

だ
。
だ
か
ら
ま
ず
行
動
す
べ
き
」

だ
そ
う
で
す
。
ま
ず
実
践
し
て

み
て
、
そ
の
後
、
自
分
は
何
を

し
た
か
っ
た
の
か
を
改
め
て
考

え
て
み
て
、
次
の
行
動
を
修
正

す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
が
一

歩
先
に
進
み
、
次
の
活
力
が
生

ま
れ
、
健
康
に
良
い
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
れ
だ
け

や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
て
も
、

人
間
で
あ
る
以
上
、
仕
事
を
す

れ
ば
「
疲
れ
」
は
出
ま
す
。
折

木
良
一
元
統
幕
長
は
「
休
む
こ

と
の
大
切
さ
」
を
説
明
し
て
い

ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
で
は
イ
ラ

ク
復
興
支
援
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
災
害

派
遣
等
の
活
動
に
お
い
て
、

「
戦
力
回
復
」
と
い
う
考
え
方

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
活
動
を
開
始
し
た
当
初

か
ら
、
戦
力
回
復
の
準
備
を
始

め
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
活
動
当
初
か
ら
休
む
こ
と
を

考
え
る
の
は
如
何
な
も
の
か
」

と
の
意
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
心
身
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
休

む
こ
と
を
計
画
す
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
。
疲
れ
と
正
し
く
向
き

合
い
、
「
疲
れ
た
ら
休
む
」
さ

ら
に
は
「
疲
れ
る
こ
と
を
予
期

し
て
、
仕
事
を
す
る
前
か
ら
休

む
こ
と
を
計
画
し
て
お
く
」
こ

と
が
健
康
の
第
一
歩
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

良
い
仕
事
を
続
け
、
う
ま
く

休
み
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
健

康
な
日
々
を
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
ね
。

（
衛
生
学
校

教
育
部
長

１
等
陸
佐

白
石
智
将
）

健
康
に
良
い
仕
事
の
取
り
組
み
方

拝島大日堂仁王門

あきしまの水

自
分
の
国
は
自
分
で
守
ろ
う
！


